
★ 11・19 国際反戦集会
は誰でも参加できます。
 動画・資料はこちらへ➡

 青年を戦場に送るな！ 板橋区は戦争協力するな
●こうした戦争情勢の中で、麻生自民党副総裁は8月 8日に台
湾を訪問し、中国を念頭に「戦う覚悟だ ｣｢ 金をかけて防衛力を
持っているだけではだめ。いざとなったら使う」と言い放ちま
した。これは現役の自衛官・予備自衛官に迫ると同時に、青年層
に「自衛隊に入って戦場に行け」と煽っているのです。その背景
には、ウクライナ戦争開始以降、任期制自衛官の候補生は計画の
9245人の半分以下になり、「兵士がそろわない」焦りがあります。
●このなかで板橋区は、防衛省の要請に応じて昨秋から「自衛隊
募集業務」協力として15歳・18歳・2２歳の個人情報を抽出し
て積極提供しています。自治体の戦争協力をやめさせましょう！
　私たちは、「自衛官募集業務」協力反対署名を近く板橋区に提
出します。11・４板橋集会デモに集まり、一緒に行動しましょう！

 ウクライナ戦争参戦・対中国戦争の準備許さない
●ウクライナ戦争は、ますます長期化し泥沼化し、世界戦争・核
戦争の危機が現実になっています。劣化ウラン弾やクラスター爆
弾で若者が日々殺し合わされ、ウクライナ・ロシア双方の死傷者
50万人。こんな戦争は一刻も早く終わらせなければなりません。
　欧州でもアメリカでも軍事支援継続に対する怒りが沸き起こる
なか、岸田政権は全面的軍事支援・参戦に踏み込もうとしています。
８月後半には「防衛装備移転三原則」運用指針見直しの与党協議
を行い、「殺傷兵器の輸出は可能」との政府見解を表明しました。
●更に「台湾有事」という名で中国への戦争が煽られ、岸田政権
はバイデン政権と一体で本気で戦争準備に入っています。10月
14日～ 31日、対中国戦争を想定した米海兵隊と陸自の実戦演
習「レゾリュート・ドラゴン23」が、初めて沖縄・九州で行わ
れます。中国の目の前で、ウクライナ戦争でも使われている高機
動ロケット砲システム「ハイマース」から砲弾を撃ちまくる。す
さまじい戦争挑発であり、沖縄・南西諸島の最前線出撃基地化です。

　毎年 11 月に行われる全国労働者集会
／改憲阻止！１万人大行動は、全日建運
輸連帯労働組合関西地区生コン支部、全
国金属機械労働組合港合同、国鉄千葉動
力車労働組合の３つの労働組合などの呼
びかけで、日米韓など世界の国際連帯集
会として行われ、入管法と闘う滞日外国
人労働者も多く参加しています。
　今年は 2003 年イラク戦争に際して始
まった日米韓の国際連帯から 20 周年の
国際反戦集会として、11 月 19 日（日）
正午～日比谷野外音楽堂で行われます。

戦争反対のすべての怒りを11・19日比谷野音へ
11月19日、韓国・アメリカなど世界と日本で反戦ストを闘う労働組合をはじめ、

反戦デモを行う青年・学生、軍事基地や空港の有事使用に反対する住民団体等が

日比谷野音に大結集します。ここに戦争を止める力がある！１１・１９日比谷へ！

11・４板橋集会デモから
11・19国際反戦大集会　　　　　　へ
－戦争を止め、社会を変える力がここにある

日比谷野音


